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温度の上昇に⽇照時間が⻑くなり芯葉は徒⻑気味になり⽣
産性もバラツク時期となって来ましたので草丈は抑気味に
果実は肥⼤促進を図りましょう。。。。。。

光合成産物は、⽔とカリ肥料
で果実に運びますのでカリ肥

料は⼤切です。

①カリっとの場合は、７⽇に⼀度１㎏
②ウルル18号は、５⽇に5㎏

徒⻑抑制と果実肥⼤促進には
PKゴー2000倍（葉⾯散布）
＊灌⽔処理も可能です。

後半の根域維持にアミクエを7

〜10⽇に5〜10㎏

果実の硬果・⽇持ち対策に
①カル元気は５⽇に３㎏
②有機カルトップ３００ｇ
カルシウムは、開花期から定期的に
灌⽔で内容成分で調整します。

この時期の⽣育維持や⾷味維持
にコラーゲン・ラボ 500倍で
の葉⾯散布、灌⽔処理は5㎏
”コラーゲンの⼒で苺管理”


